
 
 
 
 
 
 
 

概        要 

学年・教科・単元等 小学校５年生・音楽・詩と音楽の関わりを味わおう 

活用方法 

「見いだす」場面では、既習の内容を掲示しておくことで、課題を明確

にした。「広げ深める」場面では、タブレット端末を用いて、友達と協働

的に学ぶ時間を設定した。 

成 果 等 

 四つの学習過程を位置付け、ICT 機器を効果的に活用したことで、児童

は十分に思考を働かせて学習活動を行うことができた。鑑賞で得た学び

を、その後の表現活動に生かすことができた。 

 
 

 

 

 

 

 

 ※指導案や板書計画等は次ページ以降に掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラム 

 を活用した学習の事例（指導案等）  



第５学年〇組 音楽科学習指導案 
指導者 〇〇 〇〇 

１ 題材名 詩と音楽の関わりを味わおう（６時間） 
  教材名 表現(歌唱)「冬げしき」 （文部省唱歌）石桁冬樹 編曲 
           「スキーの歌」（文部省唱歌）林 柳波 作詞 橋本国彦 作曲 
      鑑賞   「待ちぼうけ」「この道」  北原白秋 作詞 山田耕筰 作曲 
           「赤とんぼ」        三木露風 作詞 山田耕筰 作曲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 題材について 
（１）題材の目標 
  〇 曲想及びその変化と音楽の構造や歌詞の内容と音楽の構造の関りについて理解するとと

もに、思いや意図に合った表現をするために必要な技能を身に付ける。（知識及び技能） 
  〇 リズム、旋律、フレーズなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美し

さを感じ取りながら聴き取ったことと感じ取ったことの関りについて考え、曲や演奏のよ
さなどを見いだし、曲全体を味わって聴いたり、どのように表現するかについて思いや意
図をもったりする。                 （思考力、表現力、判断力等） 

  〇 日本歌曲の音楽の特徴などに興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑
賞や歌唱の学習に取り組むとともに、日本歌曲に親しむ。（学びに向かう力、人間性等） 

 
（２）題材設定の理由 
  日本の歌曲は時代背景を反映したものが多く、歌詞には作者の深い思いが込められている。

我が国には、児童の祖父母の代から長く愛唱歌として受け継がれてきた作品が多くあり、日本
語の美しい歌詞と、言葉のもつ語感を大切に作られた旋律とが一体となって、歌う人や聴く人
の心を捉えている。しかし、児童がこれらの曲を日常生活で耳にする機会は少なく、歌詞や旋
律も現代の曲と比べると単調であるため、印象が残りにくくなっていると感じる。 

  本題材では、「待ちぼうけ」を中心に山田耕筰の作品を取り上げ、歌詞と旋律が一体となって
生み出す曲想や演奏表現の工夫のよさを感じ取らせる。さらに、共通教材２曲を通して、鑑賞
で得た学びを歌唱表現に生かしていく。伝統的な文化として歌い継がれてきた日本歌曲に児童
が興味・関心をもち、深く聴いたり、詩と音楽が一体となった面白さを歌唱表現に生かしたり
する姿を目指し、本題材を設定した。 

 
（３）児童の実態 省略 
 
（４）指導観 
  <教材について> 省略 
 
  本題材では、作詞者や作曲者、演奏者の思いや意図を聴き取ったり感じ取ったりしたことを

もとに、児童なりに明確にしていくことで、曲の特徴にふさわしい表現を創造させていく。 
現在、児童は常にマスクをし、友達と声を合わせて歌ったり、お互いの顔を見合いながら、

伸び伸びと表現したりする体験が少ないまま進級してきている。日本歌曲と出会い、鑑賞で得
た学びを歌唱表現に生かしていく指導を通して、作詞者、作曲者の思いや意図を理解すること
で、演奏者である自分たちがどのように表現するか工夫を考えたり、表現したりしていくこと
で、歌う喜びを味わわせたいと考える。 

  【本題材で扱う学習指導要領の内容】 
Ａ 表現（１）歌唱の事項 
  ア 歌唱表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら、曲の特徴にふさわしい表

現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつこと。 
  イ 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解すること。 
  ウ 思いや意図に合った表現をするために必要な次の（ア）から（ウ）までの技能を身に付け

ること。 
   （イ）呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能 
Ｂ 鑑賞（１） 
  ア 鑑賞についての知識を得たり生かしたりしながら、曲や演奏のよさなどを見いだし、曲

全体を味わって聴くこと。 
  イ 曲想及びその変化と、音楽の構造との関わりについて理解すること。 
  〔共通事項〕（１）ア 思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素： 
             リズム、旋律、フレーズ 



  鑑賞の指導にあたっては、音楽的根拠をもった見方・考え方を身に付けさせるために、一人
一人がじっくりと聴く時間を大事にする。全員で聴く時には CD を活用し、個々で何度も聴き深
めたい時には、タブレット端末でイヤホンを使って個々のペースで聴くことができるようにす
る。友達との意見交流の際には、聴き取ったこと、感じ取ったことをもとに根拠となる表現を
理由として述べられるようにする。また、個々で感じたことをグループで共有するためにデジ
タルホワイトボード（jamboard）を活用する。児童一人一人がそれぞれの工夫についての考え
をもち、友達と意見交換をすることで、曲全体を聴き深めることができるようにしたい。 
さらに、詩と音楽のつながりについて発問を工夫していくことで、「作曲者がこのリズムにし

たのは、詩の中にあるこの言葉を強調したかったから。」「言葉が繰り返されているから、旋律
も繰り返されている。」など、児童自身が気付きを言語化しやすいようにしていく。さらに、表
現の工夫が異なる演奏者の聴き比べを行うことで、作詞者、作曲者、演奏者の視点に立って、
曲の特徴や演奏のよさを、音楽を聴きながら理解することにつなげていく。同じ曲でも、表現
する人の思いや意図で強弱や速さが異なり、聴く人の心に印象付けることを実感させたい。作
曲者や演奏者の思いや意図を感じ、詩と音楽表現との関わりに気付くことができれば、自分た
ちの思いや意図を表現することにもつながっていくと考える。 

  歌唱の指導では、鑑賞で得た学びを表現に生かせるよう、２曲の共通教材に取り組む。音楽
を形づくっている要素のうち、リズム、旋律、フレーズを中心に、歌いながら曲想表現を工夫
していく。古くから受け継がれている曲を通して、日本語の美しい歌詞と言葉のもつ語感を大
切にしてつくられた旋律との一体感を味わい、豊かに表現できるようにしていきたい。 

 
３ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に 

学習に取り組む態度 
知曲想及びその変化と、音楽
の構造との関わりについ
て、それらが生み出すよさ
や面白さなどと関わらせて
理解している。 

知技 
 曲想と音楽の構造や歌詞の

内容との関りについて理解
し、思いや意図に合った表
現をするために必要な、呼
吸や発音の仕方に気を付け
て、自然で無理のない、響き
のある歌い方で歌う技能を
身に付けて歌っている。 

思①リズム、旋律、フレーズを聴き取
り、それらの働きが生み出すよさや
面白さ、美しさを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ取ったこと
との関わりについて考え、曲や演奏
のよさなどを見いだし、曲全体を味
わって聴いている。 

思②リズム、旋律、フレーズを聴きと
り、それらの働きが生み出すよさ
や面白さ、美しさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感じ取った
こととの関わりについて考え、曲
の特徴にふさわしい表現を工夫
し、どのように歌うかについて思
いや意図をもっている。 

態日本歌曲の音楽の特徴
などに興味をもち、音
楽活動を楽しみながら
主体的・協働的に鑑賞
や歌唱の学習活動に取
り組もうとしている。 

 
４ 指導と評価の計画（６時間）（本時 ２/６時間） 

次 
時 
配 

◎ねらい ○主な学習内容 ・学習活動 
☆〔思考・判断のよりどころとなる 
  主な音楽を形づくっている要素〕 

○教師の働きかけ 
・目指す児童の姿 

評価の観点 
<評価方法> 

知・技 思 態 

第 
 
一 
 
次 

◎詩と音楽との結び付きに気を付けて、日本語の歌曲を味わう。 

知 
① 
記 
述 
・ 
発 
言 

  
１ ○声の種類や演奏形態の違いが生み

出す演奏のよさを味わって聴く。 
・声の種類による響きの違いに気を付

けて「赤とんぼ」を聴く。 
・演奏形態による響きの違いに気を付

けて「この道」を聴き、聴き取った
ことと感じ取ったことを交流する。 

☆〔フレーズ〕 
○言葉のリズムや抑揚、語感を感じ取

りながら、詩の内容を捉える。 
・「待ちぼうけ」の歌詞を音読して、１

～５番までの内容や様子の移り変
わりを捉える。 

・「待ちぼうけ」の歌詞を音読し、作詞
者の工夫を見つけて発表する。 

☆〔リズム〕 

○声の種類や演奏形態の違い
によって曲の雰囲気が変わ
ることに気付かせる。 

・聴き取ったことと感じ取っ
たことを話し合い、曲の感
じの捉え方を共有してい
る。 

 
○中国の寓話に由来すること

を教科書の挿絵で説明する
ことで様子を想像させやす
くする。 

・共通している言葉や七五調
の言葉のリズムに気付いて
いる。 



２ 
 
本 
時 

○言葉と音楽の結び付きや、作曲
者の工夫に気を付けて聴く。 

・鑑賞用ＣＤの「待ちぼうけ」を聴
き主な旋律をつかむ。 

・楽譜を見ながら聴いたり歌った
りして作曲者の工夫を見付け
る。 

 
 
 
○様々な演奏者の「待ちぼうけ」を

鑑賞し、演奏者が工夫している
表現の面白さに気付く。 

 
・２種類の演奏を聴いてワークシ

ートに気付いたことを書く。 
 
・感じたことや気付いたことを発

表する。 
☆〔リズム、旋律、フレーズ〕 

○楽譜を見たり音楽を聴いた
りすることで、作曲者の表
現の工夫に気付けるように
する。 

〇曲と一緒に口ずさんだり、
身体表現をしている児童を
賞賛する。 

・旋律の動きやリズムの面白
さ、フレーズなど、曲の特徴
をつかんで聴いている。 

○聴き取ったことを付箋に書
くことで、個々の意見をグ
ループで共有できるように
する。 

○いろいろな演奏者の音源や
映像を視聴させることで演
奏者の工夫がより実感でき
るようにさせる。 

・演奏者による表現方法の工
夫の違いを味わって聴いて
いる。  

思 
① 
記 
述 
・ 
観 
察 

 

第 
 
二 
 
次 

◎歌詞の表す情景を思いうかべながら、曲想を生かして歌う。   

 

３ ○「冬げしき」の場面が変わってい
く情景を想像しながら歌唱す
る。 

・歌詞を音読し、情景や心情、言葉
のリズムなどを捉える。 

・歌詞の表す情景を想像しながら
歌う。 

☆〔リズム、旋律、フレーズ〕 

〇１～３番の様子や感じたこ
とをワークシートに書かせ
ることで曲全体の雰囲気を
捉えられるようにする。 

〇難しい言葉については、随
時意味を確認をし、歌詞の
表す情景を視覚化すること
で、思い浮かべやすくする。 

４ ○歌詞の内容を味わい、旋律の特
徴に気を付けて主な旋律を歌
う。 

・旋律の動きに着目しながら曲想
表現を工夫して歌う。 

・歌詞の内容や曲全体のまとまり
を意識して、思いを込めて歌う。 

☆〔リズム、旋律、フレーズ〕 

〇言葉のまとまりや旋律のま
とまりに着目させること
で、言葉と旋律の結び付き
に気付かせる。 

・リズムや旋律、フレーズに
気を付けて表現の仕方を工
夫している。 

 

思 
② 
記 
述 
・ 
観 
察  

第 
 
三 
 
次 

◎思いや意図をもちながら、曲想を生かして歌う。 

   

５ ○「スキーの歌」の情景を思いうかべ
ながら主な旋律を歌う。 

・歌詞を音読し、主な旋律を模唱する。 
 
・歌詞の表す情景を思いうかべ、旋律

の動きに気を付けて歌う。 
 
・旋律やリズムの特徴に気付き、曲の

構成を感じ取る。 
☆〔リズム、旋律〕 

○雪山の写真やスキーの様子
を見せることで、作者の思
いや状況を想像させやすく
する。 

〇これまでの学びを想起させ
ることで、歌詞の内容や、曲
想にふさわしい表現の方法
を考えさせる。 

・発声の仕方や強弱なども意
識しながら、曲想を感じて
伸び伸びと表現している。 

６ ○グループに分かれて、旋律やリズム
の特徴、フレーズを生かして、主な
旋律の歌い方を工夫する。 

・３つのグループに分かれて、フレー
ズの特徴や曲の構成を生かすため
にどのように歌ったらよいか話し
合う。 

・工夫したところに気を付けて、伸び
伸びと歌う。 

・他のグループの工夫したところを感
じ取りながら聴く。 

☆〔リズム、旋律、フレーズ〕 

○リズミカルな部分とダイナ
ミックな部分の表現の違い
について考えさせること
で、リズムや旋律、フレーズ
に意識が向くようにさせ
る。 

・これまでの学びを想起し、
グループでの思いや意図を
表現するために、表現の方
法を工夫している。 

・詞と音楽の関わりを感じな
がら、演奏者の思いや意図
を感じたり、曲のよさを味
わったりして聴いている。 

知 
技 
② 
聴 
取 
・ 
記 
述 
・ 
発 
言  

態 
記 
述 
・ 
観 
察 

 



５ 本時の指導（２／６時間） 
（１）本時の目標 
   言葉と音楽の結び付きや表現の工夫に気を付けて聴く。 
 
（２）展開 

過 
程 

時配 
形態 

○主な学習内容・学習活動 
☆〔思考・判断のよりどころとなる音

楽を形づくっている要素〕 
○教師の働きかけ 
・目指す児童の姿 

評価の観点 
<評価方法> 資料等 

知・技 思 態 

見 
い 
だ 
す 

７分 
一斉 

○前時の学習を振り返る。 
・詩の内容を確認する。 
・言葉のリズム、共通する言葉、

作詞者の工夫を確認する。 
○「待ちぼうけ」を聴く。 
・感じたこと、気付いたことを

自由に発言する。 
○本時のめあてをもつ。 
 
 
 

○前時の学びを拡大歌詞
や大型提示装置で共有
することで、児童に想起
させやすくする。 

○初めに曲を聴かせるこ
とで、作曲者の工夫に気
付き、本時の意欲を高め
る。 

 
 
 

 

  拡大歌詞 
 
大型提示 
装置 
 
前時の振 
り返りス 
プレッド 
シート 
 
ＣＤ 

自 
分 
で 
取 
り 
組 
む 

７分 
個別 

○「待ちぼうけ」を作曲した山
田耕筰の工夫を見付ける。 

・見付けるポイントを確認す
る。 

  ▸特徴的なリズム 
  ▸旋律の流れ 
  ▸フレーズ 
・曲をくり返し聴く。 
・聴き取ったこと、感じ取った

ことをワークシートに書い
て確かめる。 

 

○前時に見付けた作者の
工夫の歌詞と旋律を比
較してみるとよいこと
を助言する。 

○「待ちぼうけ」の音楽を
繰り返し流しておくと
ともに、くり返し聞きた
い人はタブレット端末
で聴くなど児童に聴き
方を選択させる。 

○楽譜と歌詞の両方を配
付し、書き込みやすいほ
うを選択させる。    

ワーク 
シート 
 
 
 
ＣＤ 
 
タブレッ
ト端末 
 

広 
げ 
深 
め 
る 

10分 
グルー
プ 
 
 
 
 
 
 
 
６分 
一斉 

○山田耕作が工夫したことに
ついて話し合う。 

・グループで楽譜と歌詞のスラ
イドをデジタルホワイトボ
ード（jamboard）で共有し、
意見を交流する。 

・意見が分かれたところは楽譜
を見たり、歌ったり、音楽を
聴いたりして確認する 

 
 
○全体でグループから出た意

見を共有する。 
・音楽を聴いて確かめる。 
☆〔リズム、旋律、フレーズ〕 

○付箋やペンを使って協
働して意見をまとめて
いくことで、互いの考え
を深めさせる。 

○見付けるポイント以外
の意見も大切にし、様々
な工夫があることに気
付かせる。 

○それぞれの感じ方のよ
さも認め合えるように
助言をする。 

・旋律の動きやリズムの面
白さ、フレーズなど、曲
の特徴をつかんで聴い
ている。  

思 
① 
記 
述 
・ 
観 
察  

タブレッ 
ト端末 
 
 
 
 
 
 
 
 
大型提示 
装置 
 

ま 
と 
め 
あ 
げ 
る 

10分 
一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
５分 
個別 

○２人の演奏者による「待ちぼ
うけ」を聴き比べる。 

・２種類の演奏を聴き比べる。 
・気付いたこと、感想、聴き取

ったことを付箋に書いて、グ
ループで共有する。 

・グループで共有したことを発
表し、全体で共有する。 

☆〔リズム、旋律、フレーズ〕 
 
 
○学習のまとめをする。 
・本時の振り返りを自分の言葉

でまとめる。 

○見付けるポイント以外
の意見も大切にし、比較
させることで、演奏者に
よって、思いや意図によ
って表現が違うことに
気付かせる。 

○伴奏者にも注目するよ
う助言をする。 

・演奏者による表現方法の
工夫の違いを味わって
聴いている。 

○個々の振り返りをキャ
ストで取り上げること
で、次時への意欲をもた
せる。    

大型提示 
装置 
 
 
タブレッ 
ト端末 
 
 
 
 
大型提示 
装置 

 

作曲者・演奏者の工夫やよさを見つけよう。 



６ 本時の資料等 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

「見いだす」場面 

「自分で取り組む」場面 

「広げ深める」場面 

自学で調べたこと 


